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六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

自分のための精算をしてみる。身辺整理の時。
行動はスピード感が重要。しがらみや悪縁を
絶って開運♡形より中身をしっかり伝える

順調運気に押される時。どうにもならないこ
とに関わらない。夢中になり突き進むと計算
外のことが起きてしまう♡焦らずじわじわと

公私の区別はっきりつける。当たって砕けろ
の精神に問題はない。自分を知り実力をわき
まえた上での判断が大事♡歩く道の土台作り

あなたの力を存分に発揮できる。周りに必要
とされて役立てていく時。自由に思いのまま
に動いてね♡与え与えられる状況に感謝

その気になったら今がチャンスの時。その場
で足踏みから抜け出す。やるべき本来の自分
に戻れば問題ない♡居心地良い場所に向かう

注意力が大事な時。険しさが前にあるなら避
ければ良い。状況が変わってから動けばうま
くいく♡回り道も楽しむくらいの気持ちでね

その都度ごとに必要かどうかの判断。周りに
振り回されやすい時。共同の作業は吉。和気
あいあいとね♡あえて見過ごすこともあり

協調する心で前向きに明るく進む。必要とさ
れ役割を果たせる時。自ら動くことで手にす
ることができる物がある♡笑顔が足りない

予期せぬこと起きても慌てない。全ては必然。
必要なことが起きている。放っておくのが一
番の時。策はいらない♡受け入れ見守る

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777九星易占い今週の

12月24日～1月6日

星が分からない人はコチラ！

                     

　　

今
週
の
注
目
記
事

■ マイホームの第一歩　…  〔２〕

■ 七五三写真展 　 … 〔４・５〕

■ 森永の新施設誕生　  … 〔６〕

■ ＴＯＤＡＹ俳壇 　　　　…　〔７〕

　
玄
関
に
で
も
リ
ビ
ン
グ
に
で
も
お
正
月

用
の
花
を
飾
る
だ
け
で
、
新
年
の
気
分
が

グ
ッ
と
盛
り
上
が
り
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に

手
軽
に
飾
る
方
法
を
、
創
業
70
年
の
生
花

店
、
花は

な
も
ん紋

（
川
崎
区
砂
子
）
の
横
山
加
代
子

さ
ん
（
57
）
に
聞
き
ま
し
た
。

自
由
に
楽
し
く

お
正
月
の
花
を

家
に
あ
る
物
を
使
っ
て

　

お
花
の
選
び
方
は

　「
お
正
月
が
近
く
な
る
と
松
や
千

両
な
ど
が
入
っ
た
セ
ッ
ト
が
売
ら
れ

ま
す
。
今
は
生
活
様
式
が
多
様
な
の

で
自
分
の
好
き
な
お
花
を
選
ん
で
楽

し
く
生
け
る
の
も
大
事
で
す
。
楽
し

い
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で

す
」

　

喪
中
の
場
合
は

　「
松
無
し
で
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

生
け
る
時
に
花
材
が
グ
ラ
グ
ラ

す
る
の
で
す
が

　「
花
を
短
く
し
て
み
て
は
？
　
大

事
な
の
は
器
と
花
の
バ
ラ
ン
ス
で

す
。
ビ
ー
玉
や
キ
ッ
チ
ン
に
あ
る

ネ
ッ
ト
も
花
止
め
の
か
わ
り
に
な
り

ま
す
よ
」

　

飾
る
の
は
い
つ
か
ら

　「
ク
リ
ス
マ
ス
明
け
く
ら
い
か
ら
。

29
日
は
二
重
苦
、
31
日
は
一
夜
飾
り

な
の
で
よ
く
な
い
と
、
昔
か
ら
い
わ

れ
て
い
ま
す
」

　

花
を
長
く
持
た
せ
る
に
は
　

　「
切
り
花
延
命
剤
を
入
れ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
が
、
で
き
る
こ
と
な

ら
毎
日
水
を
変
え
、
水
切
り
、
水
折

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
松
や
千
両
は

先
端
に
少
し
縦
に
は
さ
み
を
入
れ

る
、
割
り
込
み
を
入
れ
る
と
い
い
で

す
よ
。
松
ヤ
ニ
が
手
に
つ
い
た
と
き

は
除
光
液
を
つ
け
る
と
き
れ
い
に
落

ち
ま
す
」

　
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。日
曜
定

休
。☎
０
４
４（
２
４
４
）
５
５
８
７

基本の形。松と千両の間に好きな花を入れていきます。基本の形。松と千両の間に好きな花を入れていきます。
松が高い方がお祝いの雰囲気が出ます。
赤いフエルトや凧（たこ）、折り鶴、

金色のリボンなど、好きなようにを演出を。

ワイングラスで
シンプルに

紫のデンファレを
使って

花紋の横山隆夫会長
（左）と加代子さん

マグカップでかわいらしく 小さなスペースに一輪挿し

お気に入りの
カップとソーサーで

松を箸置きに

                     

                     

                     

                     

                     



                     

                     

                     

ニュースファイル （　月　日〜   日）
　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が
ホ
ー
ム
戦
で
２
年
連
続
４

回
目
の
優
勝
を
決
め
た
（
３
日
）
▼
２
０
２
１
年
度

の
市
文
化
賞
な
ど
の
贈
呈
式
。
社
会
功
労
賞
の
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
石
山
春
平
さ
ん
（
85
）
ら
６
個
人
・

２
団
体
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
（
４
日
）
▼
日
本

初
の
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
施
行
20
周
年
を
記
念
し

た
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
ｉ

ｎ
か
わ
さ
き
」
が
２
日
間
の
日
程
で
始
ま
っ
た
。
市

内
開
催
は
24
年
ぶ
り
（
６
日
）
▼
横
浜
市
の
旧
大
口

病
院
の
点
滴
連
続
中
毒
死
事
件
で
、
入
院
患
者
３
人

を
殺
害
し
た
罪
な
ど
に
問
わ
れ
た
元
看
護
師
の
久
保

木
愛
弓
被
告
（
34
）
へ
の
判
決
で
横
浜
地
裁
は
無
期

懲
役
を
言
い
渡
し
た
（
９
日
）
▼
市
内
の
在
日
コ
リ

ア
ン
三
世
の
女
性
（
48
）
が
、
ネ
ッ
ト
の
差
別
投
稿

で
繰
り
返
し
中
傷
さ
れ
た
と
し
て
、
関
東
在
住
の
40

代
男
性
に
対
し
３
０
５
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て

地
裁
川
崎
支
部
に
提
訴
し
た
（
18
日
）
▼
川
崎
区
桜

本
周
辺
で
暮
ら
す
在
日
コ
リ
ア
ン
の
ハ
ル
モ
ニ
（
お

ば
あ
さ
ん
）
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
制

作
し
て
い
る
金
聖
雄
監
督
ら
が
市
内
で
会
見
し
た
。

来
夏
に
全
国
で
公
開
予
定
（
24
日
）
▼
市
が
制
定
を

目
指
す
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
案
を
議
会
に
提
出
。

２
年
前
の
登
戸
駅
近
く
で
の
児
童
ら
殺
傷
事
件
の
被

害
者
を
対
象
外
と
し
て
い
る
内
容
に
波
紋
（
26
日
）

11 １ 30

                     

ホテルで特別なお正月を

　
豪
華
な
料
理
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
新
年
を
迎
え
て
も
ら
お

う
と
、
川
崎
日
航
ホ
テ
ル


階
の
「
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
」
で
は
、

来
年
１
月
１
日
（
土
・
祝
）

か
ら
３
日
（
月
）
ま
で
「
新

年
ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
ッ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

ラ
ン
チ
（

分
制
・
大
人

４
５
０
０
円
ほ
か
）
は
和
牛

ハ
ン
バ
ー
グ
（
実
演
）、
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
を
使
っ
た
ち
ら
し

寿ず

司し

や
茶
わ
ん
蒸
し
、
カ
ル

ボ
ナ
ー
ラ
が
登
場
。
デ
ィ

ナ
ー
（
２
時
間
制
・
大
人

６
０
０
０
円
ほ
か
）
で
は
足

柄
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
入
っ
た
雑
炊

な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。
ラ
ン

チ
、
デ
ィ
ナ
ー
共
に
大
人
限

定
で
運
試
し
抽
選
会
も
。

　
ほ
か
に
、
朝
日
を
見
な
が

ら
、
お
せ
ち
料
理
や
お
雑
煮

な
ど
が
楽
し
め
る
「
朝
食

ブ
ッ
フ
ェ
」、元
日
限
定
「
振

る
舞
い
酒
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

も
実
施
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
ナ
ト
ゥ

ー
ラ
☎
０
４
４
（
２
２
１
）

２
１
３
４
ま
で
。

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
10
階
・
ナ
ト
ゥ
ー
ラ

１
月
１
日
（
土
・
祝
）
～
３
日
（
月
）
特
別
メ
ニ
ュ
ー

新
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
ッ
フ
ェ

                     

　

お
い
し
そ
う
な
香
り
と
と

も
に
、
鉄
板
の
上
で
ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー
音
を
立
て
る
ス
テ
ー

キ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
。

　
昭
和
59
年
創
業
の
人
気
店

「
ス
テ
ー
キ
＆
ハ
ン
バ
ー
グ

の
店
い
わ
た
き
」
が
今
年
６

月
、
川
崎
モ
ア
ー
ズ
の
７
階

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
以

来
、「
本
格
的
な
ス
テ
ー
キ
が

手
軽
に
味
わ
え
る
」「
ご
飯
も

お
い
し
い
」
と
人
気
で
す
。

　
シ
ェ
フ
で
店
長
の
星
野
貴

至
さ
ん
に
よ
る
と
、
女
性
に

人
気
で
多
く
の
人
が
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
る
の
が
、
脂
身
の

少
な
い
柔
ら
か
な
赤
身
の

「
ハ
ラ
ミ
カ
ッ
ト
ス
テ
ー
キ
」

（
２
０
０
㌘
・
平
日
ラ
ン
チ

１
５
２
０
円
か
ら
）
と
、
大

根
お
ろ
し
で
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
「
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
」（
同

９
９
０
円
か
ら
）。

　
平
日
の
夜
と
土
日
、
祝
日

は
メ
イ
ン
料
理
を
注
文
す
る

と
サ
ラ
ダ
バ
ー
、ス
ー
プ（
飲

み
放
題
）、ラ
イ
ス
が
付
い
て

い
る
の
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満

点
。ま
た
、大
人
が
メ
イ
ン
料

理
を
注
文
す
る
と
、
小
学
１

年
生
以
下
は
サ
ラ
ダ
バ
ー
、

ラ
イ
ス
、ス
ー
プ
、ド
リ
ン
ク

バ
ー
が
無
料
に
な
る
の
で
親

子
連
れ
に
も
や
さ
し
い
お
店

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
見
た
」

の
一
言
で
ド
リ
ン
ク
バ
ー
が

半
額
に
。
２
０
２
２
年
１
月

31
日
（
月
）
ま
で

☎

０

４

４
（

２

２

３
）

７
２
９
９

明るく居心地の良いお店

ハラミカットステーキ和風ハンバーグ

昭
和
59
年
創
業
の
人
気
ス
テ
ー
キ
店

本
格
的
な
味
を
手
軽
に

ス
テ
ー
キ
＆
ハ
ン
バ
ー
グ
の
店
い
わ
た
き

                     

　
今
年
４
月
、
相
続
登
記

の
義
務
化
に
関
す
る
法
律

が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
ま
で
に
施
行
予

定
で
す
。

　
土
地
や
建
物
を
相
続
す
る

こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
登
記
簿
に
記
載
す
る

と
い
う
も
の
で
、
登
記
し
な

い
と
10
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
も
。

　
背
景
に
は
、
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る「
空
き
家
問
題
」

が
あ
り
ま
す
。
廃
屋
を
処
分

し
た
く
て
も
誰
の
所
有
か
分

か
ら
ず
、
行
政
も
手
出
し
が

で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

（
川
崎
区
）
に
も
、
最
近
こ

の
法
律
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

例
と
し
て
「
こ
の
法
律
は
ど

う
い
う
も
の
か
」「
相

続
し
た
土
地
や
建
物

の
名
義
を
変
更
し
て

い
な
い
が
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
」
な
ど
。

　
亡
き
両
親
の
土
地

や
名
義
が
あ
る
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談

を
。
何
も
し
な
い
と

相
続
登
記
義
務
化
に
関
す
る
法
律
が
可
決
成
立

早
め
に
不
動
産
相
続
の
名
義
変
更
を
　

島
崎
行
政
書
士
事
務
所

次
の
代
で
名
義
変
更
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
や
孫

の
負
担
に
な
っ
た
り
、
相
続

関
係
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

相
続
登
記
の
手
続
き
は
一
般

的
に
約
３
カ
月
で
終
わ
り
ま

す
。

　
同
事
務
所
で
は
、
外
国
籍

の
人
や
、
子
ど
も
が
い
な
い

人
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
。
川
崎
市
内

な
ら
無
料
出
張
も
し
て
く
れ

ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
電

話
し
て
み
て
は
。

※
川
崎
じ
も
と
応
援
券
使
用

可
能

【
島
崎
行
政
書
士
事
務
所
】

　
川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

行

政

書

士
　

島

崎

翔

太

☎

０

４

４
（

２

７

７
）

３
０
０
７

「父の代から地域密着の
事務所です」と島崎翔太さん

                     

                     



                     

                     

                     

                     

                     

モデルハウスは事前予約が
オススメ！！

　
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
見
学
は
予

約
が
な
く
て
も
可
能
で
す
が

モデルハウス見学の
予約はこちら

　
国
内
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
３
・
４
階
建
て
の

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
並
ぶ
川
崎
住
宅
公
園
（
国
道
15

号
沿
い
。
元
木
交
差
点
そ
ば
）
で
は
来
年
１
月
２

日
（
日
）
〜
23
日
（
日
）〝
２
０
２
２
新
春
住
宅
祭
〞
を

開
催
し
ま
す
。 
※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
終
面
参
照

１月２日（日）～23日（日） 2022新春住宅祭

オススメ！！ 川崎住宅公園

ス
ム
ー
ズ
に
見
学
で
き
る
事

前
予
約
が
お
す
す
め
で
す
。

　
事
前
予
約
の
メ
リ
ッ
ト
は

次
の
４
つ
で
す
。

①
待
ち
時
間
が
な
く
サ
ク
サ

ク
見
学
が
で
き
る

②
事
前
予
約
な
の
で
、
計
画

が
立
て
や
す
い

③
担
当
者
が
〝
わ
が
家
〞
の

事
情
を
事
前
に
把
握
し
て
い

る
の
で
打
ち
合
わ
せ
が
ス

ム
ー
ズ

④
一
度
に
３
棟
ま
で
予
約
が

で
き
て
便
利

　
　
　
　
　
◇

　
現
在
、
川
崎
住
宅
公
園
の

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
来
店
予
約

を
す
る
と
、
来
店
時
に
も
れ

な
く
「
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
　
Ｃ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
」（
ヤ
ン
キ
ー

キ
ャ
ン
ド
ル
）・
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
も
ら
え

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国道15号線沿い

　
さ
ら
に
、
Ｗ
（
ダ
ブ
ル
）

チ
ャ
ン
ス
で
、
後
日
抽
選

で
50
人
に
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ウ
ォ
ー
マ
ー
ラ
ン
プ
ミ
ニ
」

が
当
た
り
ま
す
。

　
来
年
こ
そ
は
マ
イ
ホ
ー
ム

を
と
考
え
る
な
ら
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
の
見
学
予
約
は
そ
の
第

一
歩
。
来
場
特
典
の
多
い
こ

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

※
具
体
的
な
建
築
計
画
が
あ

り
、
左
記
の
コ
ー
ド
か
ら
初

回
予
約
の
人
に
限
り
ま
す
　

※
詳
細
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
へ

　
午
前

10
時
〜
午
後
６

時
。
☎
０
４
４
（
２
１
１
）

３
９
３
３

                     

社会福祉法人 馬島福祉会 

☎ 044（280）0717

介護のことでお悩みの方は…

川崎市川崎区日ノ出 2-7-1
介護老人福祉施設「大師の里」内

　「
大
師
の
里
」（
川
崎
区
日

ノ
出
２
の
７
の
１
）
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
、
林

は
や
し

美み

朱あ
か

（
20
）
で
す
。

　
定
時
制
高
校
２
年
の
時

に
、
学
校
で
大
師
の
里
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
働
き

始
め
ま
し
た
。
卒
業
後
、
そ

の
ま
ま
就
職
し
、
１
年
半
に

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
特
養
の
職
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
デ
イ
の

ほ
う
は
あ
る
程
度
自
立
し
て

い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、

特
養
の
ほ
う
は
認
知
症
の
方

な
ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
環

境
が
大
き
く
違
い
ま
す
。
何

回
も
同
じ
話
を
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
温
か
く
見

守
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。

　
介
護
業
界
の
道
に
進
ん

だ
の
は
、
お
ば
が
「
介
護

の
仕
事
は
楽
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

も
と
も
と
祖
父
母
と
出
掛
け

る
の
も
大
好
き
な
の
で
、
高

齢
者
と
関
わ
れ
る
仕
事
を
選

び
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
と

「
出
身
は
？
」「
好
き
な
も
の

は
？
」
と
い
っ
た
何
気
な
い

会
話
を
す
る
ひ
と
と
き
が
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　
時
に
は
戦
争
の
話
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
話
を

聞
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
の

で
す
が
、
話
す
こ
と
に
よ
っ

て
利
用
者
さ
ん
に
戦
争
時
の

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
、
と
思
う
と

申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
も
な

り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
は

遠
い
話
の
よ
う
に
感
じ
て
い

た
こ
と
が
、
実
際
経
験
さ
れ

た
人
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
に

で
、
と
て
も
リ
ア
ル
に
感
じ

ま
す
ね
。

　
介
護
の
仕
事
は
大
変
そ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
利
用
者

さ
ん
が
、
私
を
ひ
孫
の
よ
う

に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た

り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
。
と
き
に

は
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
利
用
者
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
こ
ち
ら
が
癒
や
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
将
来
、
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
の
で
専
門
学
校
に
通
い

た
い
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
毎
日
楽
し
く

働
き
た
い
で
す
。
　

ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
そ
の
ま
ま
就
職

林美朱さん

小
山
明
子
司
法
書
士

Ｑ
　
私
は
�
歳
の
女
性
で
す
。
先
月
、
夫
か
ら
突
然

離
婚
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
小
学
５
年

生
と
、
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
夫

婦
間
の
仲
は
冷
め
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
私
の
方
に

離
婚
の
原
因
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
慰
謝

料
や
養
育
費
に
つ
い
て
、
夫
か
ら
は
何
も
伝
え
て
き
て

は
い
ま
せ
ん
。
言
わ
れ
た
と
お
り
に
離
婚
に
応
じ
る
の

は
嫌
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

Ａ
　
も
し
あ
な
た
側
に
離

婚
原
因
が
思
い
当
た
ら
ず
、

離
婚
す
る
こ
と
も
認
め
た
く

な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
相
手
の

主
張
に
応
じ
な
く
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

離
婚
に
応
じ
な
け
れ
ば
、

相
手
方
が
離
婚
の
調
停
を
申

し
立
て
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
申
し
立

て
を
受
け
た
ら
、
裁
判
所
の

調
停
の
場
で
第
三
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
話
し
合
う

機
会
を
持
つ
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。

慰
謝
料
や
養
育
費
に
つ
い

て
不
安
に
思
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
話
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
調
停
に
な
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
お
互
い
離

婚
の
合
意
が
成
立
し
、
話
し

合
い
の
上
、
あ
な
た
が
納
得

で
き
る
条
件
が
整
っ
た
な

ら
、
き
ち
ん
と
財
産
分
与
や

慰
謝
料
、
養
育
費
、
子
ど
も

の
親
権
な
ど
に
関
す
る
書
面

を
公
証
役
場
で
公
正
証
書
と

し
て
作
成
し
、
協
議
離
婚
の

手
続
き
を
取
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

自
分
の
意
向
の
反
映
さ
れ

た
公
正
証
書
や
調
停
の
場
で

作
成
さ
れ
た
書
面
を
作
成
し

て
お
け
ば
、
将
来
、
夫
が
養

育
費
な
ど
の
不
払
い
を
し
た

と
き
に
も
、
あ
な
た
が
強
制

執
行
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

離
婚
と
い
う
も
の
は
、
あ

な
た
に
も
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
と
て
も
重
大
な
こ
と

で
す
。
自
分
だ
け
で
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
た

ら
、
市
役
所
な
ど
の
無
料
法

律
相
談
を
利
用
す
る
の
も
一

つ
の
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
資
力
要
件
」
を
満

た
す
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）
に
相
談
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
よ
く
考

え
て
判
断
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て
、
分
か

ら
な
い
点
や
不
安
に
感
じ
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇

「司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の
�

☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８

１
１

Ｑ
　
葬
儀
の
と
き
の
「
忌
引
」
は
、
誰
ま
で
当
て
は

ま
る
の
で
す
か
？
　
身
内
で
そ
ろ
そ
ろ
葬
儀
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
な
ど

を
配
慮
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
田
明
彦
１
級
葬

祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ａ
　
社
会
人
の
場
合
は
企

業
に
よ
っ
て
規
定
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
原
則
は
３
親

等
以
内
と
い
う
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。
３
親
等
と
は
、

曾
祖
父
母
・
祖
父
母
・
両
親

・
兄
弟
姉
妹
・
お
じ
・
お
ば

・
子
・
孫
で
す
。

本
来
な
ら
３
親
等
に
は

「
お
い
・
め
い
」
も
入
り
ま

す
が
、
公
務
員
の
規
定
で
は

当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、
そ

れ
に
な
ら
っ
て
い
る
企
業
も

あ
り
ま
す
。

学
校
の
場
合
も
、
各
学
校

や
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
規

定
が
異
な
り
ま
す
が
、
お
お

む
ね
３
親
等
以
内
で
す
。
企

業
、
学
校
と
も
関
係
が
近
い

ほ
ど
忌
引
の
日
数
は
長
く
、

両
親
・
子
が
対
象
で
「
１
週

間
」
、
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

・
孫
は
「
３
日
間
」
、
曾
祖

父
母
・
お
じ
・
お
ば
は
「
１

日
」
と
い
う
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

そ
も
そ
も
忌
引
と
は
出
勤

・
出
席
で
き
る
能
力
や
意
思

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
族
が
死
亡
し
、
そ
の
葬
儀

の
た
め
や
喪
に
服
す
な
ど
の

理
由
で
会
社
や
学
校
を
休
む

こ
と
で
す
。
出
勤
や
登
校
を

し
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、

一
般
的
な
意
味
で
の
「
欠
席

扱
い
」
に
は
な
ら
ず
、
進
級

や
卒
業
に
必
要
な
出
席
日
数

に
も
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

葬
儀
に
は
い
く
つ
か
の
役

割
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
が
教
育
の
側

面
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と

で
、
命
の
大
切
さ
や
生
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
、
親
戚
と
の
付

き
合
い
や
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
実
感
す
る
機
会
に

も
な
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
を
心
配
し
、

子
ど
も
を
親
族
の
葬
儀
に
参

列
さ
せ
な
い
親
御
さ
ん
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

本
来
、
親
族
と
は
６
親
等

以
内
で
す
。
そ
の
す
べ
て
に

参
列
す
る
こ
と
は
な
く
て

も
、
顔
の
分
か
る
親
戚
の
葬

儀
に
関
し
て
は
お
子
さ
ん
が

参
列
す
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、

喪
家
に
は
子
ど
も
が
参
列
す

る
旨
を
事
前
に
伝
え
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
◇

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー

ハ
ウ
ス
」
厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町
�
の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５

２
５

                     



                     

                     

                     

                     

                     

内
池 

妃
菜
ち
ゃ
ん

う

ち

い

け

ひ　

な

親
子
で
同
じ
着
物
で
七
五
三
が
で
き
て
、

と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

狩
野 

早
香
ち
ゃ
ん

か　

 

の

さ

や

か

３
月
生
ま
れ
の
早
香
♡ 

３
歳
８
カ
月
で

無
事
に
七
五
三
を
迎
え
ま
し
た
!!

濱
中 

あ
か
り
ち
ゃ
ん

は

ま

な

か

パ
ウ
パ
ト
ロ
ー
ル
と
に
い
に
が
大
好
き
！　

い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
ま
す

清
水 

さ
く
ら
ち
ゃ
ん

し

み

ず

Ｎ
ｉ
ｚ
ｉ
Ｕ
が
大
好
き
。

目
指
す
は
歌
っ
て
踊
れ
る
お
姉
さ
ん
!?

小
平 

智
咲
ち
ゃ
ん

こ

だ

い

ら

ち

さ

き

写
真
撮
影
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

笑
顔
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
で
す

高
梨 

珠
生
ち
ゃ
ん

た

か

な

し

み　

 

お

３
歳
の
お
誕
生
日
。

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

中
村 

美
月
ち
ゃ
ん

な

か

む

ら

み

つ

き

こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
お
姉
さ
ん
で
し
ょ
!?

押
野 

陽
真
く
ん

お

し

の

は

る

ま

い
つ
も
笑
顔
と
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。

２
人
と
も
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
！

宍
倉 

彩
葉
ち
ゃ
ん

し

し

く

ら

い

ろ

は

マ
マ
が
３
歳
で
着
た
着
物
を
着
て
、

ご
機
嫌
で
七
五
三
し
て
き
た
よ
！

野
中 

あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん

の

な

か

笑
う
と
出
る
え
く
ぼ
が
、

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す

高
橋 

皐
晴
く
ん

た

か

は

し

こ

う

せ

い

神
社
で
の
祈
願
、

ま
た
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た

比
嘉 

千
耀
利
ち
ゃ
ん

ひ 
 

が

ち 　

よ 　

り

｢

マ
マ
〜
か
わ
い
い
か
ら
っ
て

  

ま
だ
撮
る
の
？｣

の
１
枚

西
井 

彪
ニ
く
ん

に

し

い

あ

き

じ

５
歳
の
七
五
三
さ
ん
お
め
で
と
う

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ
て
ね
!!

吉
岡 

大
諒
く
ん

よ

し

お

か

だ

い

す

け

刀
や
武
器
が
大
好
き
な
の
で
、ル
ン
ル
ン
で

撮
影
し
て
く
れ
た
七
五
三
の
写
真
で
す

名
取 

ほ
づ
美
ち
ゃ
ん

な

と

り

み

ひ
と
め
ぼ
れ
し
た
お
着
物
に
身
を
包
み

お
姉
さ
ん
ス
マ
イ
ル
♪

斉
藤 

妃
花
ち
ゃ
ん

さ

い

と

う

ひ

め

か

兄
３
人
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
末
娘
。

マ
マ
の
着
物
を
着
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

優しい笑顔がとってもすてき♡
これからもすくすく元気に育ってね

斉
藤 

由
奈
ち
ゃ
ん

さ

い

と

う

ゆ　

 

な

自分で選んだ着物を着られて、
楽しかったです

加
瀬 

愛
弓
ち
ゃ
ん

か　

せ

あ

ゆ

み

普段はケンカばかりのきょうだい3人
ステキな思い出がまた一つ… ^-^

岩
本 

琉
也
く
ん
（中
央
）

い

わ

も

と

り

ゅ

う

や

七五三おめでとう♡これからも
笑顔の似合う元気な子でいてね♡

稲
葉 

菜
穂
ち
ゃ
ん

い

な

ば

な　

 

ほ

七五三おめでとう☆
これからの成長も楽しみです♪

和
仁 

彩
奈
ち
ゃ
ん

わ　

に

あ

や

な

３歳になった娘ちゃん！
これからもニコニコ笑顔でいてね♪

尾
身 

朱
香
ち
ゃ
ん

お　

み

あ

す

か

大好きなお兄ちゃんと写真を
撮りに行きました。仲良し兄妹です

菊
池 

碧
ち
ゃん

き

く

ち

あ
お
い

あんちゃん七五三おめでとう !!
いつまでもニコニコでね !!

先
崎 

杏
ち
ゃ
ん

せ

ん

ざ

き

あ

ん

大好きなお兄ちゃんと♡
いつまでも兄妹仲良しでいてね！

川
村 

香
綾
ち
ゃ
ん

か

わ

む

ら

か

り

ん

ママが〇十年前に着た着物を着て
氏神様の稲毛神社でおすまし顔

川
上 

か
な
え
ち
ゃ
ん

か

わ

か

み

３歳の七五三♡ 
とてもすてきな写真になりました！

木
内 

桃
愛
ち
ゃ
ん

き

う

ち

も

も

え

初めてのお着物にニコニコ笑顔♪
下駄も上手にはけたよぉ☆彡

加
藤 

瑠
亜
ち
ゃ
ん

か

と

う

る　

 

あ

かっこよく、そしてかわいく
写真を撮れました！

伊
藤 

渉
太
く
ん

い

と

う

し

ょ

う

た

里
歩
ち
ゃん

り　

ほ

紗
英
ち
ゃん

さ　

え

慶
悟
く
ん

け

い

ご

大
坪 

美
琴
ち
ゃん

お

お

つ

ぼ

２
人
同
時
に
七
五
三
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
変
顔
ば
か
り（
笑
）

奏
翔
く
ん

み

こ

と

そ

う

と

七五三写真展
かわいい笑顔大集合!
　「七五三写真展」にたくさんのご応募あり
がとうございます。かわいい＆かっこいい
お子さんたちの写真を、ご家族からの温か
いメッセージと一緒に掲載します。
　ますますの成長とご多幸をお祈りしてお
ります！（東京新聞ＴＯＤＡＹスタッフ一同）

                                                               



                     

                     

                     

地域の銭湯をめぐってみては
（京急電鉄提供）

　
京
浜
急
行
電
鉄
で
は
、
来

年
２
月

日
（
日
）
ま
で
「
京

急
に
の
っ
て
湯
こ
う
！
大

田
・
川
崎
銭
湯
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
実
施
中
で
す
。

　
川
崎
市
内
や
東
京
都
大
田

区
の
浴
場
組
合
な
ど
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
と
連
携
し
行

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
京
急
線

の
小
島
新
田
、
川
崎
大
師
、

大
森
町
、
大
鳥
居
の
４
駅

と
、
市
内

カ
所
、
大
田
区

内

カ
所
の
銭
湯
に
ス
タ
ン

プ
を
設
置
。
集
め
た
ス
タ
ン

プ
数
に
応
じ
て
、
先
着
順
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ッ
シ
ュ
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
（
ス
タ
ン
プ
台
紙
）

は
京
急
線
各
駅
（
泉
岳
寺
駅

を
除
く
）、
大
田
区
・
川
崎

市
の
銭
湯
で
配
布
中
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
京
急
ご

案
内
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
５

（
２
２
５
）
９
６
９
６
へ
。

先着順でプレゼントも

大田・川崎銭湯スタンプラリー

京急にのって「湯こう！」

                     

メイン広場のイメージ

　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
前
の
複
合
商

業
施
設
「
ラ 

チ
ッ
タ
デ
ッ

ラ
」
で
は
、
来
年
１
月

日

（
月
）
ま
で
ウ
イ
ン
タ
ー
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
点
灯
時
間
は
午

後
４
時

分
～
午
前
０
時
。

　
イ
タ
リ
ア
の
中
世
の
街
並

み
を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
と

し
た
施
設
全
体
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
ま
る
で
イ
タ
リ
ア

現
地
を
旅
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

　
期
間
中
は
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」も
実
施
。
施
設
内
の〝
イ

ン
ス
タ
映
え
〟ポ
イ
ン
ト
や
、

〝
ま
る
で
イ
タ
リ
ア
〟
な
ス

ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
応
募
し

て
み
て
は
。
優
秀
作
品
に
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券

万
円
分
を

は
じ
め
、
豪
華
賞
品
が
多
数

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ 

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ
の
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
「
＃
チ
ッ
タ
で
イ

タ
リ
ア
気
分
」
を
付
け
て
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
　
☎
０
４
４

（
２
３
３
）
１
９
３
４

ラ 

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
来
年
１
月
末
ま
で

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

                     

　

「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
」

と
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
」（
ラ
テ

ン
語
で
「
～
の
場
所
」
と
い

う
意
味
）
を
合
わ
せ
た
名
称

で
、
時
代
と
と
も
に
同
社
の

歩
ん
で
き
た
歴
史
が
分
か
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
階
（
約
１
０
０
０
平
方

㍍
）
は
、
シ
ア
タ
ー
、
歴
代

の
主
力
商
品
の
展
示
、
技
術

や
作
り
手
の
思
い
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
パ
ノ
ラ

マ
シ
ア
タ
ー
で
は
、
創
業
か

ら
現
在
ま
で
を
５
分
の
映
像

で
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

創
業
者
、
森
永
太
一
郎
が
使

用
し
て
い
た
製
菓
用
は
さ
み

な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
時
代

ご
と
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
紹
介

と
と
も
に
主
力
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
広
告
が
並
び
ま

す
。各
所
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
の
製

造
技
術
を
立
体
模
型
や
映
像

で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

ま
た
、
歴
代
の
「
お
も
ち
ゃ

の
カ
ン
ヅ
メ
」
の
展
示
は
見

応
え
あ
り
で
す
。
　

　
２
階（
約
９
０
０
平
方
㍍
）

は
今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
（
現
在
休
止
）。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年

か
ら
工
事
の
た
め
閉
鎖

中
だ
っ
た
工
場
見
学

森
永
の
歴
史
と
技
術
を
紹
介

森
永
エ
ン
ゼ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

鶴
見
工
場
に
来
年
１
月
12
日（
水
）オ
ー
プ
ン

が
、
見
学
者
専

用
通
路
や
専
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。「
小

枝
」
や
「
ハ
イ

　
森
永
製
菓
は
、
同
社
鶴
見
工
場
（
横
浜
市
鶴
見
区
）

に
１
月
12
日
（
水
）、見
学
施
設
「
森
永
エ
ン
ゼ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
（
モ
リ
ウ
ム
）」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
工
場
の
見
学
ル
ー
ト
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

ど
ち
ら
も
楽
し
め
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

創業時を知ることができます

キョロちゃんとの
記念撮影コーナー

チ
ュ
ウ
ミ
ニ
」
の
製
造
工
程

が
見
学
で
き
ま
す
。

　
所
要
時
間
は
約
70
分
。
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
が
案
内
し
て
く

れ
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
。
１
月
28
日

（
金
）
ま
で
は
定
員
に
達
し
、

予
約
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
31
日
（
月
）
以
降
は
、

見
学
希
望
日
の
10
日
前
の
午

前
９
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
可
能
で
す
。
１
日
３

回
実
施
で
、
１
回
の
定
員
は

30
人
で
す
。

　
場
所
　
鶴
見
区
下
末
吉
２

の
１
の
１
　
森
永
製
菓
鶴
見

工
場

　
休
業
日
　
土
・
日
曜
、
祝

日
、
工
場
休
業
日
な
ど

　
対
象
　
小
学
生
以
上

　
予
約
方
法
と
問
い
合
わ
せ　

同
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
。「
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｕ
Ｍ
＆
鶴
見
工
場
」
で
検

索
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
懐
か
し
さ
を

感
じ
る
人
も
い
る
の
で
は
？

冷凍庫をイメージした立体模型と
映像でアイス製造技術を説明

                     



                     

                     

                     

特選

投句歓迎　当季雑詠３句以内（未発表のもの）。
はがきに住所、氏名（俳号）を明記して
〒 210-8557 東京新聞 TODAY 俳壇係（郵便番号と
宛先のみで届きます。住所不要）へお送りください。

藤 英樹 選

【
入
選
】

【
ひ
と
こ
と
】

【
選
者
の
一
句
】

　
プ
リ
ン
セ
ス
の
結
婚
へ
の
週
刊
誌
記
事
や
世
間
の
容
赦
な
い
攻
撃

に
は
不
快
感
を
感
じ
た
。
髙
久
さ
ん
の
句
に
同
感
だ
。 

　
原
句
下
五
「
秋
に
な
り
」
を
「
秋
の
色
」
に
直
し
た
。

　「
だ
ん
〱
と
」
が
妙
。
最
近
は
秋
が
短
く
な
っ
た
が
。

　
作
者
の
愛
猫
の
名
。「
小
春
日
」
と
よ
く
響
き
合
う
。

　
破
れ
た
障
子
を
吹
く
風
に
愛
妻
を
失
っ
た
悲
し
み
が
。

　
作
者
の
孤
独
を
癒
す
か
の
よ
う
に
野
菊
が
咲
き
盛
る
。

　
ぼ
ろ
市
の
匂
ひ
の
奥
に
匂
ひ
あ
り

　
コ
ロ
ナ
禍
で
憂
い
の
晴
れ
な
い
日
々
が
長
く
続
い
た
が
、
中
秋
の

名
月
に
ひ
と
と
き
憂
い
を
忘
れ
た
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

　
鈴
生
り
の
柿
に
集
ま
っ
た
鳥
の
声
が
や
が
て
遠
く
な
っ
た
の
を
寂

し
が
っ
て
い
る
。
原
句
「
遠
く
に
聞
こ
ゆ
」
を
直
し
た
。 

　
秋
刀
魚
を
焼
い
て
い
た
ら
、
妻
が
生
前
、
秋
刀
魚
の
煙
に
噎
せ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
た
の
だ
。「
ふ
と
」
に
余
韻
が
あ
る
。 

　
亡
く
な
っ
た
身
内
の
人
が
大
食
、
特
に
ご
飯
が
大
好
き
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
炊
き
た
て
の
今
年
米
を
供
え
故
人
も
大
満
足
。

高
津
区
　
髙
久
芳
樹

川
崎
区
　
佐
和
田
フ
ミ
エ

川
崎
区
　
眞
田
重
治

幸
　
区
　
李
々
尹

中
原
区
　
茂
木
久
夫

麻
生
区
　
横
田
孝
子

川
崎
区
　
大
槻
光
子 

麻
生
区
　
伊
木
ゆ
か
り

鶴
見
区
　
中
村
新
治

川
崎
区
　
小
橋
幸

世
の
憂
ひ
忘
る
る
程
の
今
日
の
月

バ
ラ
の
名
に
し
た
い
一
途
な
プ
リ
ン
セ
ス

大
好
き
な
和
菓
子
の
色
も
秋
の
色

だ
ん
〱
と
冬
が
隣
り
に
や
つ
て
来
る

小
春
日
や
猫
に「
こ
ば
ん
」と
名
づ
け
た
る

妻
逝
き
て
破
れ
し
障
子
風
侘
し

独
り
身
の
窓
を
賑
わ
す
野
菊
か
な

 

二
つ
の
も
の
を
取
り
合
わ
せ
る
句
は
、
異
な
る
も
の

を
取
り
合
わ
せ
る
。
投
句
に
あ
っ
た
「
コ
ロ
ナ
禍
や
朝
令
暮
改
酔
芙

蓉
」
は
悪
い
例
。「
朝
令
暮
改
」
に
「
酔
芙
蓉
」
は
べ
た
付
き
。

柿
尽
き
て
遠
く
な
り
け
り
鳥
の
声

秋
刀
魚
焼
く
煙
に
噎
び
し
妻
を
ふ
と

大
食
の
佛
に
供
ふ
今
年
米

                     

　
今
回
、
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
投
稿
は
「
猫
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
」。
猫
が
人
に
幸

せ
を
与
え
る
効
果
の
大
き
さ

に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
前
編
は
《
猫

編
》
で
す
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

●
猫
が
私
の
そ
ば
に
き
て
す

り
よ
っ
て
甘
え
て
く
る
と

き
。
猫
と
一
緒
に
い
ら
れ
る

と
き
。

（
川
崎
区
Ａ
・
Ｙ
66
女
性
）

す
ず
め
ぐ
「
編
集
部
は
犬
派

の
人
が
多
い
よ
ね
」

ち
ゅ
羅
「
断
然
猫
派
！
　
な

の
は
私
だ
け
」

す
ず
め
ぐ「
投
稿
を
読
ん
で
、

こ
ん
な
に
大
勢
の
読
者
の
方

が
猫
を
飼
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
驚
い
ち
ゃ
っ
た
」

●
お
い
し
い
刺
し
身
と
ビ
ー

ル
。
そ
し
て
わ
が
家
の
ニ
ャ

ン
た
ち
の
顔
を
見
て
癒
や
さ

れ
る
。
ト
イ
レ
ま
で
つ
い
て

き
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ス
リ
ス
リ
し

て
く
れ
る
と
き
が
た
ま
ら

ん
！

（
幸
区
Ｈ
・
Ｍ
53
女
性
）

す
ず
め
ぐ「
同
内
容
の
投
稿
、

他
に
も
い
た
だ
き
ま
し
た
」

ち
ゅ
羅
「
足
元
で
体
を
く
ね

ら
せ
な
が
ら
つ
い
て
く
る
あ

の
い
と
お
し
さ
～
」

す
ず
め
ぐ
「
人
は
歩
き
に
く

そ
う
だ
け
ど
ね
」

●
こ
ち
ら
の
気
分
に
関
係
な

く
飼
い
猫
が
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー

と
い
つ
も
通
り
に
ご
は
ん
を

せ
が
み
、
あ
げ
る
と
お
い
し

そ
う
に
食
べ
る
と
き
。

（
幸
区
Ｙ
・
Ｓ
31
男
性
）

ち
ゅ
羅
「
お
食
事
中
の
ニ
ャ

ン
コ
を
優
し
く
見
守
っ
て
い

る
お
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
わ
」

●
保
護
猫
姉
妹
２
匹
と
暮
ら

す
よ
う
に
な
っ
て
８
年
。
毎

朝
、
好
き
好
き
モ
ー
ド
で
枕

元
に
す
り
寄
ら
れ
、
布
団
か

ら
出
る
日
々
。
身
支
度
や
お

弁
当
作
り
に
追
わ
れ
な
が
ら

出
勤
し
て
い
ま
す
。
２
匹
に

支
え
ら
れ
て
…
。
こ
の
ご
縁

を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

で
す
。
小
さ
な
幸
せ
を
い
つ

も
祈
っ
て
頑
張
り
た
い
も
の

で
す
。

（
幸
区
Ｈ
・
Ｔ
62
女
性
）

す
ず
め
ぐ
「
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
！
」

ち
ゅ
羅
「
猫
の
目
覚
ま
し
時

計
か
ぁ
。う
ら
や
ま
し
い
～
」

●
７
年
前
、
白
血
病
を
患
い

骨
髄
移
植
し
ま
し
た
が
再

発
。
今
は
抗
が
ん
剤
治
療
が

効
き
元
気
に
。
か
わ
い
い
猫

２
匹
（
16
年
以
上
前
に
子
ど

も
が
拾
っ
て
き
た
）
の
世
話

が
で
き
、
家
族
と
普
通
に
過

ご
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
幸

せ
で
す
。

（
川
崎
区
Ｆ
・
Ｋ
63
女
性
）

す
ず
め
ぐ
「
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

猫
っ
て
偉
い
か
も
」

ち
ゅ
羅
「
ど
う
、
猫
の
魅

力
に
も
う
メ
ロ
メ
ロ
で

し
ょ
？
」

す
ず
め
ぐ
「
い
や
、
そ
こ
ま

で
は
…
」

☆
お
し
ゃ
べ
り
ス
ズ
メ
☆

小さな幸せ

前編

○
す
ず
め
ぐ
「
や
っ

ぱ
り
布
団
に
入
っ
た

瞬
間
で
す
ね
。
年
を
取
っ
た

せ
い
か
最
近
、『
あ
ぁ
～
』

と
い
う
声
が
自
然
と
出
て
き

ま
す
。
５
歳
の
娘
が
隣
で

『
手
ぇ
つ
な
い
で
』
と
甘
え

て
く
る
の
で
、
昼
間
の
ワ
ガ

マ
マ
を
水
に
流
し
、
手
を
つ

な
い
で
寝
て
い
ま
す
」

○
ち
ゅ
羅
「
類
は
友

を
呼
ぶ
ら
し
く
、
友

人
も
猫
好
き
が
多
い
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
猫
グ
ッ
ズ
を

あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
。

好
き
な
も
の
を
分
か
っ
て
く

れ
て
い
て
う
れ
し
い
な
と
思

う
と
き
、幸
せ
を
感
じ
ま
す
」

                     

花王と川崎区が交通安全を呼びかけ

 トラックに小学生の絵を
選ばれた25点をラッピング

　

交
通
安
全
の
絵
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
、
花
王
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
川
崎
セ
ン
タ
ー

（
同
区
東
扇
島
）
の
３
台
目

の
ト
ラ
ッ
ク
が
12
月
か
ら
市

内
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
度
か
ら
始
め
た
取

り
組
み
で
、
絵
は
、
川
崎
区

の
小
学
１
年
生
を
対
象
に
４

～
９
月
に
行
わ
れ
た
「
交
通

安
全
　
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
応
募
作
品
１
４
７
０
点
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
25
点
。

　
12
月
５
日
、
川
崎
市
役
所

で
の
表
彰
式
に
は
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
も
お
披
露
目

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
絵
を
見
つ
け
、
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
金
賞
の
早
田
莉り

あ愛
さ
ん
は

「
選
ば
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

絵
は
好
き
。
横
断
歩
道
で
は

手
を
挙
げ
て
渡
っ
て
い
る
」

と
は
に
か
み
な
が
ら
。

　
銀
賞
の
坂
本
芽め

い生
さ
ん
は

「
お
友
達
を
描
い
た
」、
川
村

香か
り
ん綾
さ
ん
は
「
学
校
帰
り
の

自
分
を
描
い
た
。
信
号
の
中

に
人
の
マ
ー
ク
を
描
く
の
が

大
変
だ
っ
た
」、
宮
本
大
輝

さ
ん
は
「
靴
を
大
き
く
描
き

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

上段左の絵を描いた、金賞の早田莉愛さん

                     



                     

                     

                     

日��月����月��日 �号����第��第����号��金��金�

                     

（ ）

                     

六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

自分のための精算をしてみる。身辺整理の時。
行動はスピード感が重要。しがらみや悪縁を
絶って開運♡形より中身をしっかり伝える

順調運気に押される時。どうにもならないこ
とに関わらない。夢中になり突き進むと計算
外のことが起きてしまう♡焦らずじわじわと

公私の区別はっきりつける。当たって砕けろ
の精神に問題はない。自分を知り実力をわき
まえた上での判断が大事♡歩く道の土台作り

あなたの力を存分に発揮できる。周りに必要
とされて役立てていく時。自由に思いのまま
に動いてね♡与え与えられる状況に感謝

その気になったら今がチャンスの時。その場
で足踏みから抜け出す。やるべき本来の自分
に戻れば問題ない♡居心地良い場所に向かう

注意力が大事な時。険しさが前にあるなら避
ければ良い。状況が変わってから動けばうま
くいく♡回り道も楽しむくらいの気持ちでね

その都度ごとに必要かどうかの判断。周りに
振り回されやすい時。共同の作業は吉。和気
あいあいとね♡あえて見過ごすこともあり

協調する心で前向きに明るく進む。必要とさ
れ役割を果たせる時。自ら動くことで手にす
ることができる物がある♡笑顔が足りない

予期せぬこと起きても慌てない。全ては必然。
必要なことが起きている。放っておくのが一
番の時。策はいらない♡受け入れ見守る

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777九星易占い今週の

12月24日～1月6日

星が分からない人はコチラ！

                     

　　

今
週
の
注
目
記
事

■ マイホームの第一歩　…  〔２〕

■ 七五三写真展 　 … 〔４・５〕

■ 森永の新施設誕生　  … 〔６〕

■ ＴＯＤＡＹ俳壇 　　　　…　〔７〕

　
玄
関
に
で
も
リ
ビ
ン
グ
に
で
も
お
正
月

用
の
花
を
飾
る
だ
け
で
、
新
年
の
気
分
が

グ
ッ
と
盛
り
上
が
り
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に

手
軽
に
飾
る
方
法
を
、
創
業
70
年
の
生
花

店
、
花は

な
も
ん紋

（
川
崎
区
砂
子
）
の
横
山
加
代
子

さ
ん
（
57
）
に
聞
き
ま
し
た
。

自
由
に
楽
し
く

お
正
月
の
花
を

家
に
あ
る
物
を
使
っ
て

　

お
花
の
選
び
方
は

　「
お
正
月
が
近
く
な
る
と
松
や
千

両
な
ど
が
入
っ
た
セ
ッ
ト
が
売
ら
れ

ま
す
。
今
は
生
活
様
式
が
多
様
な
の

で
自
分
の
好
き
な
お
花
を
選
ん
で
楽

し
く
生
け
る
の
も
大
事
で
す
。
楽
し

い
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で

す
」

　

喪
中
の
場
合
は

　「
松
無
し
で
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

生
け
る
時
に
花
材
が
グ
ラ
グ
ラ

す
る
の
で
す
が

　「
花
を
短
く
し
て
み
て
は
？
　
大

事
な
の
は
器
と
花
の
バ
ラ
ン
ス
で

す
。
ビ
ー
玉
や
キ
ッ
チ
ン
に
あ
る

ネ
ッ
ト
も
花
止
め
の
か
わ
り
に
な
り

ま
す
よ
」

　

飾
る
の
は
い
つ
か
ら

　「
ク
リ
ス
マ
ス
明
け
く
ら
い
か
ら
。

29
日
は
二
重
苦
、
31
日
は
一
夜
飾
り

な
の
で
よ
く
な
い
と
、
昔
か
ら
い
わ

れ
て
い
ま
す
」

　

花
を
長
く
持
た
せ
る
に
は
　

　「
切
り
花
延
命
剤
を
入
れ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
が
、
で
き
る
こ
と
な

ら
毎
日
水
を
変
え
、
水
切
り
、
水
折

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
松
や
千
両
は

先
端
に
少
し
縦
に
は
さ
み
を
入
れ

る
、
割
り
込
み
を
入
れ
る
と
い
い
で

す
よ
。
松
ヤ
ニ
が
手
に
つ
い
た
と
き

は
除
光
液
を
つ
け
る
と
き
れ
い
に
落

ち
ま
す
」

　
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。日
曜
定

休
。☎
０
４
４（
２
４
４
）
５
５
８
７

基本の形。松と千両の間に好きな花を入れていきます。基本の形。松と千両の間に好きな花を入れていきます。
松が高い方がお祝いの雰囲気が出ます。
赤いフエルトや凧（たこ）、折り鶴、

金色のリボンなど、好きなようにを演出を。

ワイングラスで
シンプルに

紫のデンファレを
使って

花紋の横山隆夫会長
（左）と加代子さん

マグカップでかわいらしく 小さなスペースに一輪挿し

お気に入りの
カップとソーサーで

松を箸置きに

                     

                     

                     

                     

                     


